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貿易特化係数の値の印象による直感的なものである。 

対象とした自動車部品は、HS4 桁分類を用いた。具体的にはタイヤ、摩擦パッド類、バネ、ガソリン

エンジン、ディーゼルエンジン、エンジン部品、エアコン、発火・始動用機器、照明・ワイパー、ラジ

オ、シャシ、車体、その他自動車部品全般などである（表 2）。ただし HS4 桁分類の「タイヤ」には航空

機用や自転車用などさまざまな種類のタイヤが含まれるので HS6 桁分類の 401110（乗用車タイヤ）と

401120（バス・貨物車タイヤ）を合算して「自動車タイヤ」として用いた。 

なお本稿で用いた貿易統計による分析では以下のような問題が存在する。貿易品目はコード分類であ

り、一部品目では自動車用以外のものが混入しているが、そのままの貿易額を用いている。輸出企業が

地場なのか、外資系なのかも重要な問題であるが、その点は考慮されていない。部品品質は考慮されて

いない。自動車メーカーの調達戦略は考慮されてない。国の自動車産業政策や関税制度などは考慮され

ていない。このほかにもいくつかの課題はあ

る点ことは、ご了解・ご容赦願いたい。 

 

３．中国・韓国・日本の自動車部品ごとの貿

易損益の推移 

 中国、韓国、日本のそれぞれの自動車部品

の貿易損益はどのように推移しているのであ

ろうか。各国ごとに 1992 年、1997 年、2002

年、2007 年、2012 年の 5年ごとの貿易損益の

変化を観察したい。 

 

3.1 中国 

 中国の1992年以降5年ごとの貿易損益の推

移を表 3に示した。1992 年時点で見ると、自

動車タイヤとラジオについては貿易黒字であ

るが、それ以外の摩擦パッド類、バネ、ガソ

リンエンジン、ディーゼルエンジン、エンジ

ン部品、エアコン、照明･ワイパー･曇り除去

器、シャシ、車体、自動車部品全般について、

すべて貿易赤字である。その後、1997 年時点

ではエアコンと照明･ワイパー･曇り除去器が

黒字転換している。2012 年に至るまで赤字が

継続しているのは、バネ、ディーゼルエンジ

ンである。 

 

3.2 韓国 

韓国の1992年以降5年ごとの貿易損益の推

移を表 4に示した。1992 年時点で見ると、自

動車タイヤ、エアコン、照明･ワイパー･曇り

除去器、ラジオについては貿易黒字であるが、

それ以外の摩擦パッド類、バネ、ガソリンエ

ンジン、ディーゼルエンジン、エンジン部品、

シャシ、車体、自動車部品全般について、す

べて貿易赤字である。その後、1997 年時点で

はシャシ、車体、自動車部品全般が黒字転換

している。2012 年に至るまで赤字が継続して

いるのは、摩擦パッド類とバネのみである。 

 

3.3 日本 

日本の 1992 年以降 5 年ごとの貿易損益の推移を表 5 に示した。1992 年時点ではすべての自動車部品

類が貿易黒字となっている。その後、2002 年時点でラジオが貿易赤字に転じた。2012 年では、エアコ

表 3 中国の自動車部品各種の貿易損益推移 

資料：UN comtrade データベースからデータ抽出して計算 
表 4 韓国の自動車部品各種の貿易損益推移 

資料：表 3 と同様

表 5 日本の自動車部品各種の貿易損益推移 

資料：表 3 と同様
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中国・韓国・日本の自動車部品相互依存構造の分析 

 
○馬場敏幸（法政大学） 

 

 

 
Keyword：日本・中国・韓国、自動車･自動車部品、産業競争力、裾野産業、キャッチアップ 

 

１．はじめに 

 東アジアの自動車産業は近年大きな変貌を遂げた。1980 年代まではアジアの自動車生産は日本が飛

び抜けて発展していたが、近年は様々な国の自動車産業の発展が見られる。近隣東アジアについても、

韓国、中国の自動車産業の発展は著しい。韓国は自動車品質で日本車と同等以上と評価されるようにも

なり、中国は自動車生産数で世界一となった。競争力のある自動車製造のためには、良質な自動車部品

が不可欠である。このようにアジア近隣国の自動車産業が著しくキャッチアップする中、韓国・中国の

自動車部品の競争力はどのようになっているのだろうか。 本稿では、日本の自動車産業と、近年急速

に発展している中国・韓国の自動車産業の自動車部品の対外依存状況の推移、自動車部品の国際競争力

の推移を明らかにしたい。 
 

 

２．分析対象と分析手法 

本稿で主に用いた貿易統計は国連商品

貿易統計データベース（UN comtrade）の

データである。アジアの分析では台湾が

「その他アジア」に含まれてしまうなど

の欠陥はあるものの、世界のほぼすべて

の国の貿易データをタイムシリーズ、ク

ロスセクション、両方で概観でき

る有用な貿易データである。デー

タベース登録期間については国に

より違いはあるが、およそ 1990 年

前後以降である。用いたデータ期

間は中国が 1992～2013 年、日本と

韓国は 1988～2013 年の値である。

これは現時点で登録されている最

大期間である。 

国際競争力の分析では、「貿易特

化係数」を用いた。貿易特化係数

は国の輸出競争力を示す指標であ

り、「国際競争力係数」や「輸出特

化係数」とも呼ばれる。式は、貿

易特化係数＝（輸出額－輸入額）

／（輸出額＋輸入額）である。貿

易特化係数の値は-1から+1までの

値を取るが、-1 に近づくほどその

商品の国際競争力が弱く、+1 に近

づくほど国際競争力が強いと見な

すことが出来る。 

本稿では該当部品の便宜上、国際競争力の強さについて表１の様に分類した。国際競争力の状況は、

表 1 貿易特化係数の値と国際競争力の強さのイメージ 

筆者作成

表 2 HS4 桁分類による自動車部品品目表 

資料：財団法人日本関税教会「web 輸出統計品目表」をもとに作成 
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られるのは、エアコン（「極めて強い」→「弱い」）、照明･ワイパー･曇り除去器（「極めて強い」→「や

や強い」）、ラジオ（「極めて強い」→「弱い」）などである。 

 

５．おわりに 

5.1 中国・韓国・日本の各自動車部品の国際競争力の変化 

 中国・韓国・日本の 1992 年と 2012 年の各自動車部品の国際競争力状況を表 8に示した。前述の通り、

中国・韓国の自動車部品の国際競争力は 1992 年からの 20 年間で大幅に向上した。中国では、エアコン

やラジオなど電気機器の国際競争力が極めて強くなった。これは中国地場企業の発展ももちろんあるが、

中国の自動車生産の急速な拡大に伴う外資系自動車部品各社の活発な中国進出と調達のグローバルチ

ェーンへの組み込みの要因が非常に大きい。一方韓国の場合は、地場企業の発展と海外展開した自動車

メーカーへの部品供給などの側面が大きい。日本は 1992 年時点の各自動車部品の国際競争力は強かっ

たが、2012 年になるとラジオやエアコンなどは海外調達が多くなるようになった。 

 
表 8 日本の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

 
資料：筆者作成 
 

5.2 中国・韓国・日本の依存状況の変化 

 以上で述べたように 1992 年～2012 年にかけて、中国と韓国の各自動車部品の国際競争力は大幅に向

上した。各国の自動車部品の主な輸出仕向地と輸入先はどうなっているのだろうか。紙面の制約により

「自動車部品全般」について見ると、中国は 1990 年代まではドイツからの輸入が最も多かったが、日

系自動車メーカーの生産が活発化した 2000 年代以降は日本調達が第一位となった。輸出先は一貫して

米国・日本であり、2000 年代以降は韓国向けが第三位にランクされるようになった。韓国の調達先は日

本からが圧倒的に多い傾向があり（1990 年で輸入調達の 66％が日本）、2000 年代もその傾向が強かった

が、2010 年代に入ると中国調達が輸入調達先第一位にランクインされるようになった（2012 年中国調

達 32％、日本調達 24％）。一方輸出先はおおむね米国向けが輸出先トップであるが 2000 年代中葉より

中国向けも多くなった（2012 年でトップ米国向け 23％、2位中国向け 18％）。このように、中国・韓国

は日本依存が大きかったが、徐々にその傾向は弱まりつつある。日本の輸入調達は 1990 年代までは米

国からが多かったが、2000 年代以降は中国・タイ調達も増えた（2012 年 1 位中国 34％、2位タイ 10％、

3位韓国 9％）。このように中国・韓国の発展により、日本依存のプレゼンスがやや低下する一方、中国・

韓国が相互依存の中でのプレゼンスを高めている。 

ンとラジオが貿易赤字となっている。 

 

４．各自動車部品の国際競争力の推移 

4.1 中国 

中国の 1992 年以降 5 年ごとの貿易特化

係数の推移を表 6に示した。1992 年時点で

貿易黒字であった自動車タイヤ、ラジオと

もに国際競争力はすでに「極めて強い」状

態であった。2012 年時点で国際競争力が

「極めて強い」部品は、自動車タイヤ、エ

アコン、ラジオであり、「強い・やや強い」

部品は、照明･ワイパー･曇り除去器、車体

となっている。一方、2012 年時点で国際競

争力が「弱い」以下に分類される部品は、

ディーゼルだけとなった。この期間でおお

むね中国の各自動車部品は格段に国際競

争力を強めた。特に大きな変化が見られる

のは、エンジン部品（「極めて弱い」→「中庸」）、エアコン（「極めて弱い」→「極めて強い」）、車体（「極

めて弱い」→「強い」）などである。 

 

4.2 韓国 

韓国の1992年以降5年ごとの貿易特化係

数の推移を表 7 に示した。1992 年時点で貿

易黒字であった自動車部品のうち、自動車

タイヤ、エアコン、ラジオの国際競争力は

すでに「極めて強い」状態であった。2012

年時点で国際競争力が「極めて強い」部品

は、自動車タイヤ、車体であり、国際競争

力が「強い」部品は、エアコン、シャシ、

自動車部品全般となっている。一方、2012

年時点で国際競争力が「弱い」以下に分類

される部品は、摩擦パッド類だけである。

この期間で韓国の各自動車部品は格段に国

際競争力を強めた。特に大きな変化が見ら

れるのは、ディーゼルエンジン（「極めて弱い」→「やや強い」）、エンジン部品（「弱い」→「やや強い」）、

シャシ（「弱い」→「強い」）、車体（「極めて弱い」→「極めて強い」）、自動車部品全般（「やや弱い」

→「強い」）などである。 

 

4.3 日本 

日本の1992年以降5年ごとの貿易特化係

数の推移を表 8 に示した。1992 年時点です

べての自動車部品は国際競争力が強かった。

国際競争力が「極めて強い」部品も、バネ、

ガソリンエンジン、ディーゼルエンジン、

エンジン部品、エアコン、照明･ワイパー･

曇り除去器、ラジオ、シャシ、自動車部品

全般など多かった。日本はそれ以後、活発

に海外生産展開拡大、海外調達促進などを

行った。その結果、日本の各自動車部品の

国際競争力は変化が見られた。2012 年時点

でも日本の各自動車部品の競争力は強さを保っている部品が多いが、国際競争力低下で大きな変化が見

表 6 中国の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

資料：表 3 と同じ 

表 7 韓国の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

資料：表 3 と同じ 

表 8 日本の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

資料：表 3 と同じ 
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られるのは、エアコン（「極めて強い」→「弱い」）、照明･ワイパー･曇り除去器（「極めて強い」→「や

や強い」）、ラジオ（「極めて強い」→「弱い」）などである。 

 

５．おわりに 

5.1 中国・韓国・日本の各自動車部品の国際競争力の変化 

 中国・韓国・日本の 1992 年と 2012 年の各自動車部品の国際競争力状況を表 8に示した。前述の通り、

中国・韓国の自動車部品の国際競争力は 1992 年からの 20 年間で大幅に向上した。中国では、エアコン

やラジオなど電気機器の国際競争力が極めて強くなった。これは中国地場企業の発展ももちろんあるが、

中国の自動車生産の急速な拡大に伴う外資系自動車部品各社の活発な中国進出と調達のグローバルチ

ェーンへの組み込みの要因が非常に大きい。一方韓国の場合は、地場企業の発展と海外展開した自動車

メーカーへの部品供給などの側面が大きい。日本は 1992 年時点の各自動車部品の国際競争力は強かっ

たが、2012 年になるとラジオやエアコンなどは海外調達が多くなるようになった。 

 
表 8 日本の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

 
資料：筆者作成 
 

5.2 中国・韓国・日本の依存状況の変化 

 以上で述べたように 1992 年～2012 年にかけて、中国と韓国の各自動車部品の国際競争力は大幅に向

上した。各国の自動車部品の主な輸出仕向地と輸入先はどうなっているのだろうか。紙面の制約により

「自動車部品全般」について見ると、中国は 1990 年代まではドイツからの輸入が最も多かったが、日

系自動車メーカーの生産が活発化した 2000 年代以降は日本調達が第一位となった。輸出先は一貫して

米国・日本であり、2000 年代以降は韓国向けが第三位にランクされるようになった。韓国の調達先は日

本からが圧倒的に多い傾向があり（1990 年で輸入調達の 66％が日本）、2000 年代もその傾向が強かった

が、2010 年代に入ると中国調達が輸入調達先第一位にランクインされるようになった（2012 年中国調

達 32％、日本調達 24％）。一方輸出先はおおむね米国向けが輸出先トップであるが 2000 年代中葉より

中国向けも多くなった（2012 年でトップ米国向け 23％、2位中国向け 18％）。このように、中国・韓国

は日本依存が大きかったが、徐々にその傾向は弱まりつつある。日本の輸入調達は 1990 年代までは米

国からが多かったが、2000 年代以降は中国・タイ調達も増えた（2012 年 1 位中国 34％、2位タイ 10％、

3位韓国 9％）。このように中国・韓国の発展により、日本依存のプレゼンスがやや低下する一方、中国・

韓国が相互依存の中でのプレゼンスを高めている。 

ンとラジオが貿易赤字となっている。 

 

４．各自動車部品の国際競争力の推移 

4.1 中国 

中国の 1992 年以降 5 年ごとの貿易特化

係数の推移を表 6に示した。1992 年時点で

貿易黒字であった自動車タイヤ、ラジオと

もに国際競争力はすでに「極めて強い」状

態であった。2012 年時点で国際競争力が

「極めて強い」部品は、自動車タイヤ、エ

アコン、ラジオであり、「強い・やや強い」

部品は、照明･ワイパー･曇り除去器、車体

となっている。一方、2012 年時点で国際競

争力が「弱い」以下に分類される部品は、

ディーゼルだけとなった。この期間でおお

むね中国の各自動車部品は格段に国際競

争力を強めた。特に大きな変化が見られる

のは、エンジン部品（「極めて弱い」→「中庸」）、エアコン（「極めて弱い」→「極めて強い」）、車体（「極

めて弱い」→「強い」）などである。 

 

4.2 韓国 

韓国の1992年以降5年ごとの貿易特化係

数の推移を表 7 に示した。1992 年時点で貿

易黒字であった自動車部品のうち、自動車

タイヤ、エアコン、ラジオの国際競争力は

すでに「極めて強い」状態であった。2012

年時点で国際競争力が「極めて強い」部品

は、自動車タイヤ、車体であり、国際競争

力が「強い」部品は、エアコン、シャシ、

自動車部品全般となっている。一方、2012

年時点で国際競争力が「弱い」以下に分類

される部品は、摩擦パッド類だけである。

この期間で韓国の各自動車部品は格段に国

際競争力を強めた。特に大きな変化が見ら

れるのは、ディーゼルエンジン（「極めて弱い」→「やや強い」）、エンジン部品（「弱い」→「やや強い」）、

シャシ（「弱い」→「強い」）、車体（「極めて弱い」→「極めて強い」）、自動車部品全般（「やや弱い」

→「強い」）などである。 

 

4.3 日本 

日本の1992年以降5年ごとの貿易特化係

数の推移を表 8 に示した。1992 年時点です

べての自動車部品は国際競争力が強かった。

国際競争力が「極めて強い」部品も、バネ、

ガソリンエンジン、ディーゼルエンジン、

エンジン部品、エアコン、照明･ワイパー･

曇り除去器、ラジオ、シャシ、自動車部品

全般など多かった。日本はそれ以後、活発

に海外生産展開拡大、海外調達促進などを

行った。その結果、日本の各自動車部品の

国際競争力は変化が見られた。2012 年時点

でも日本の各自動車部品の競争力は強さを保っている部品が多いが、国際競争力低下で大きな変化が見

表 6 中国の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

資料：表 3 と同じ 

表 7 韓国の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

資料：表 3 と同じ 

表 8 日本の自動車部品各種の貿易特化係数の推移 

資料：表 3 と同じ 




